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広報もとみや　平成21年3月

提
案
箱
の
声

　本宮市では、市政に対する皆さんのご意
見、ご要望やご提案を伺うために各施設に
提案箱を設置しています。また、市ホーム
ページのアンケート、電子メールなどでも
受け付けています。
　これまでに皆さんからお寄せいただいた
ご意見、ご提案などを皆さまからの「声」
としてお知らせします。なお、紙面の都合
上要約した内容となっていますのでご了承
ください。

納
期
は
市
民
生
活
に

配
慮
を

　

合
併
後
、
本
宮
地
区
で
は

軽
自
動
車
税
の
納
期
が
早

ま
っ
た
が
、
納
期
は
市
民
生
活
に

配
慮
が
必
要
で
は
。

（
20
年
５
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
は
、

地
方
税
法
で
「
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
を
除
き
４
月
と

し
条
例
で
定
め
る
」
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
宮
市
の
納
期
は
、
合

併
協
議
で
統
一
さ
れ
た
も
の
で
、

以
前
の
納
期
は
本
宮
町
が
５
月
、

白
沢
村
は
４
月
で
し
た
。

　

４
月
と
し
た
の
は
、
各
税
目
間

で
納
期
が
重
複
し
な
い
よ
う
、
原

則
、
全
税
目
を
法
定
納
期
に
あ
わ

せ
る
こ
と
で
統
一
し
た
も
の
な
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ト
ロ
ロ
ロ
ッ
ク
を
開
催

し
て
ほ
し
い

　
「
ト
ロ
ロ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
な

い
の
は
、
市
の
財
政
が
理
由
だ
と

聞
き
ま
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
を
高

く
し
て
も
よ
い
の
で
、
平
成
21
年

は
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
20
年
７
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

野
球
場
で
開
催
し
て
い
た

「
ト
ロ
ロ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
」
は
、
平
成
17
年
度
と
18
年

度
の
２
年
間
は
旧
白
沢
村
観
光
協

会
が
主
催
し
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
は
、
テ
レ
ビ
局
が

主
催
し
、
市
は
会
場
を
提
供
す
る

形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20

年
度
は
、
テ
レ
ビ
局
が
別
の
音
楽

企
画
を
始
め
る
た
め
ト
ロ
ロ
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
見

送
っ
た
も
の
で
す
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

農
家
に
支
援
を

　

農
家
に
支
援
金
を
。
農
地

が
少
な
い
と
、
つ
く
る
度
に

赤
字
す
れ
す
れ
で
す
。

（
20
年
７
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

近
年
、
米
価
が
急
落
し
、

反
面
農
業
機
械
を
始
め
肥
料

や
資
材
が
値
上
が
り
し
、
原

油
価
格
高
騰
も
加
わ
り
、
中
小
規

模
の
農
家
が
個
人
経
営
で
採
算
の

と
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
ほ
と
ん

ど
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
採
算
の

と
れ
な
い
農
業
に
は
新
た
な
後
継

者
が
い
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と

し
て
、
地
域
で
協
力
し
て
農
業
を

経
営
す
る
「
集
落
営
農
」
方
式
が

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
集
落
営
農
」
は
、
機
械
の
共

有
や
、
作
業
の
受
託
、
農
地
の
受

託
が
可
能
で
、
個
人
で
継
続
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
、
有
効
な
方

式
と
し
て
国
・
県
が
推
奨
し
て
い

ま
す
。
荒
井
地
区
で
は
「
荒
井
の

農
地
を
守
ろ
う
会
」
が
19
年
９
月

に
設
立
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
農
業
の
振

興
や
地
域
の
活
性
化
に
効
果
が
あ

る
事
業
を
計
画
し
実
施
す
る
農
業

関
係
者
の
団
体
な
ど
を
対
象
に
、

「
農
業
振
興
事
業
支
援
交
付
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
収
入

を
補
て
ん
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
新
た
な
収
入
源
を
開
発

す
る
場
合
な
ど
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
冷
房
が

き
つ
す
ぎ

　

中
央
公
民
館
の
冷
房
が
き

つ
す
ぎ
ま
す
。
設
定
温
度
を

も
っ
と
高
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

反
エ
コ
で
す
。
健
康
に
も
よ
く
な

い
で
す
。

（
20
年
８
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

公
民
館
は
市
民
の
皆
さ
ん

方
の
身
近
な
学
習
の
場
、
交

流
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
主

催
事
業
や
団
体
の
活
動
の
場
、
読

書
、
休
憩
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
を

持
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
夏
期
の
前
、
中
期
と

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
の

で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
快
適
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
冷
房
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
個
人
差
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
室
温
28
度
の
適
温
冷
房
に
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

矢
来
地
内
の

通
路
を
広
げ
て

　

本
宮
字
矢
来
地
内
の
Ｊ
Ｒ

線
架
橋
下
の
通
路
が
狭
く
危

険
で
す
。
可
能
な
限
り
通
路
を
拡

幅
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
20
年
12
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
ガ
ー
ド
自
体
を
拡
幅
す

る
方
法
や
歩
行
者
専
用
通
路

を
新
設
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
方
法
も
電
車
を
運

行
さ
せ
な
が
ら
の
工
事
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
規
模
な
工
事
と
な
る

た
め
多
額
の
費
用
を
要
す
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

　

国
道
４
号
線
か
ら
旧
町
内
へ
の

東
西
方
向
を
連
携
す
る
道
路
に
つ

き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ
も
幅
員
が

狭
い
た
め
、
現
在
、
本
宮
駅
南
側

市
道
の
拡
幅
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市から 声

声市から

市から

声市から

保
育
所
な
ど
の

保
育
時
間
延
長
を

　

私
は
夫
婦
共
働
き
で
す
。

ど
の
保
育
所
・
幼
稚
園
で
も

夕
方
６
時
30
分
く
ら
い
ま
で
み
て

も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す
。

（
平
成
20
年
４
月
電
子
メ
ー
ル
）

　

保
育
所
の
延
長
保
育
は
、

第
１
・
第
３
・
第
４
・
白
沢

保
育
所
で
午
後
７
時
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
は
、
五
百
川
幼
稚
園
が
保

育
終
了
後
１
時
間
、
岩
根
幼
稚
園

が
午
後
６
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、白
沢
地
区
の
各
幼
稚
園

は
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
合
同
で

午
後
７
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
、
全

て
の
市
立
保
育
所
、
市
立

幼
稚
園
で
最
長
午
後
７
時

ま
で
、
ご
希
望
に
よ
り
お

預
か
り
い
た
し
ま
す
。

危
な
い
、
み
ず
い
ろ

公
園
の
ゴ
ル
フ
練
習

　

み
ず
い
ろ
公
園
で
ゴ
ル
フ

の
練
習
を
す
る
人
が
い
ま

す
。
大
変
危
険
な
の
で
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

（
平
成
20
年
７
月
電
子
メ
ー
ル
）

　

み
ず
い
ろ
公
園
の
ゴ
ル
フ

利
用
は
、
他
の
利
用
者
に
迷

惑
や
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と
か

ら
禁
止
と
し
、
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
心
な
い
利
用
者
に

よ
り
ゴ
ル
フ
練
習
が
後
を
絶
た
な

い
た
め
、
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
注
意
・
警
告
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を

図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
園
の
管
理
に
努
め
ま
す
。

路
線
バ
ス
復
活
を

　

巡
回
バ
ス
な
ど
は
な
く

し
、
従
来
、
福
島
交
通
が
運

行
し
て
い
た
形
態
に
も
ど
す
べ
き
。

（
平
成
20
年
９
月
電
子
メ
ー
ル
）

　

従
来
の
路
線
バ
ス
運
行

は
、
高
額
な
運
行
補
助
を
出

し
な
が
ら
運
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
の
交
通
体
系
と
す
る

こ
と
で
経
費
節
減
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
利
用

し
や
す
い
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
来

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
概

要
は
、
広
報
も
と
み
や
２

月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
を

休
日
開
館
し
て
ほ
し
い

　

文
化
財
に
詳
し
い
人
が
い

な
く
て
も
、
休
日
に
展
示
を

見
て
み
た
い
。

（
平
成
20
年
７
月
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ア
ン
ケ
ー
ト
）

　

現
在
、
歴
史
民
俗
資
料
館

は
、
休
日
は
閉
館
と
な
っ
て

い
ま
す
。
休
日
に
見
学
し
た

い
方
は
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ

け
れ
ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
行
事
な
ど
の
都
合
に

よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

は
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

企
画
展
開
催
期
間
中

は
、
土
・
日
開
館
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に

参
加
し
て

　

も
と
み
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
は
、
高
齢
者
の
参
加
を

歓
迎
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

（
平
成
20
年
７
月
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ア
ン
ケ
ー
ト
）

　

今
大
会
は
、
予
想
人
数
よ

り
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、

部
門
数
や
入
賞
枠
が
参
加
者

市から 声

声市から

声市から

声市から声市から

声

声

市から

電
子
メ
ー
ル
の
声

に
対
し
て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
次
回
の
大
会
は
、
多
く

の
参
加
ラ
ン
ナ
ー
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
大
会
と
な
る
よ
う
運
営
面
で

改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　市では、皆さんからのご意見やご提案など、提
案箱・電子メールなどにより受け付けています。
皆さんの貴重な「声」をお寄せください。

◆問い合わせ先
　　秘書広報課　広報広聴係
　　　（☎内線220）
　　電子メール：kouhou@city.motomiya.lg.jp

もっと住みやすい街に…

～ Opinion and Demand ～

皆さんの声

改善します

改善します

改善します


